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資料の活用
第2学年

確率

問題：3枚 硬貨を同時 投 と 少 くと 1枚 表と 確率を求 さい

起 う べての場合の数と求めたい と 起 場合の数
を 正確 数え上 い

目標 内容 ※太字 次ペー 詳細を掲載

・樹形図 表
・起 う すべ 場合 数
・場合 数を求
・確率 範囲(0≦P≦1)
・1－ A い確率

・確率 意味を理解し 樹形図や表 を利用し
正確 場合 数を数え上
・起 う すべ 場合 数 起 場
合 数を使っ 確率を求

起 う すべ 場合
数え い い

3枚 表 2枚 表1枚 裏
1枚 表2枚 裏 3枚 裏
4通 少 く 1枚 表

3通

場合 数を求 た 樹形
図や表 正確 い

閣資料 活用

閣確率

閣標本調査

学習内容 単元名

ヒ トグラムや度数分布表 相対度数を求
い

起 う すべて 場合 数と求 たい と 起 場合
数を 正確 数え上 い

標本調査を行い 母集団 性質を推測す い

つま の実態

第1学年

第2学年

第3学年
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A る確率 を求める際 、 1－ A ら い確率 を求めた方 簡単 ある場面を設定
し、解 方を話し合う活動

全体 2枚の硬貨を用い 樹形図を作成し、確率を求めた後 、個人 3枚の硬貨の場合を考える
活動

硬貨 時 全部 裏
場合を求 楽

A 確率 ＝ 1－ A
い確率 を用い 有

効性 気付くこ

2枚 場合 考え方や求 方を活用
自分 力 3枚 場合を考え こ

う

活動 らい▶・硬貨を用い こ 見 目 同 区別 考え 必要 あ こ 気付 せ
・全体 学習 こ を活用 個人 問題を解くこ 樹形図 作成 仕方や確率 求 方

い 理解を深

3枚 硬貨を同時 投 時 起 う すべ 場合を求め 樹形図を作成す 2枚 硬貨
場合 時 樹形図を利用し かい し う 問いか 2枚 場合を活用し き を伝え

3枚 硬貨 模型 を提示し 区別し 考え 必要性 気付かせ

期待さ 生徒の姿

活動 らい▶・必要 応 Ａ 確率 ＝ 1－ Ａ い確率 考え方を活用 う

・最初か 1－ A い確率 を伝え く 各自 方法 求め 中 生徒 気付かせ
う す

・班 話し合う 気付きを共有させ 他 場面 活用 つ う す

期待さ 生徒の姿

こ 中 偶数 2 け
1 位 2

場合を考え 方
速い

 1  ・  2  ・  3  書 カード あ こ 3枚を並べ 3け 整数 奇
数 確率を求 さい

2枚 樹形図を
使う 3枚 同
う け
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